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取扱説明書 

■ ご使用前に必ずご確認ください■ 
※本商品のご使用前に最終項に記載の URL（保証規定）より保証規定の内容を読み、ご理解のうえご使用ください。 

※本商品の使用をもって、本書と保証規定の内容の全てを理解・承諾したものとみなします。本書内の注意事項を守らず使用したことによ

る事故や損害について、当社では一切の責任を負いません。 

※本書は、いつでも取り出して読めるように大切に保管してください。また第三者に譲渡する場合は、必ず本書も併せてお渡しください。 

本書では正しい取り付け、取扱方法および点検整備に関する重要な事項を、次のシンボルマークで示しています。 

 

行為を強制したり指示する内

容を告げるものです。 
 

禁止の行為であることを告げる

ものです。  

その他の警告及び注意を告げ

るものです。 

 

 要件を満たさず使用しますと、死亡または重傷に至る可能性や第三者の生命や財産を損なう可能性が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は記載されている適応車種以外の車両には使用しないでください。 

・本商品に曲げ・切削・溶接などの加工は行なわないでください。商品の破損だけではなく、車両側の破損や重大な事故につながる恐れがあり

ます。 

 

・走行中に異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停車させ、異常箇所を必ず点検してください。異常があった場合は、商品の使用ま

たは車両の走行を中止し、認証工場や販売店へご相談してください。 

 

 要件を満たさず使用しますと、傷害に至る可能性または物的損害の発生が想定される場合を示してあります。 

 

・本商品は単独装着できません。取り付けの際は別売品（エアロバイザーやブラストバリアー）が必要です。 

※ブラストバリアーχは車両に接触するため取り付け不可。 

・パッケージ開梱時や商品取り扱い時に商品の端面や商品に突起やバリなどがあり予期せぬケガや事故が発生する場合があります。特に本商品は

製造上の工程により端部が鋭くなっております。取り扱いの際は必ず保護手袋を着用し、ケガには十分に注意して作業を行なってください。 

・本商品を開梱の際は、構成部品や外観の不具合、異常がないことを必ず確認ください。万一気づきの点がございましたら、ご使用前にお買い求

め販売店へ速やかにご相談ください。 

・認証工場など、適切な設備と技能、専門知識のある整備士を有した店舗にて脱着作業をご依頼ください。作業が適切に行なわれないと、作業中

やご使用中に車両や商品の損傷や不具合に繋がる場合がございます。 

・作業は周囲の安全を確保し、安全な場所で車両を安定させた上で行なってください。 

・取り付けは各作業に適した工具をご使用ください。不適切な工具を使用すると部品の破損やケガをする可能性がございます。 

・ボルトやナット類の締め付けにはトルクレンチを使用して、所定トルクまたは車両メーカー発行のサービスマニュアルで指示されたトルクで確

実に締め付けてください。 

・ハンドルを左右に切り、スクリーンが車両に接触していないか確認してください。異常がある場合は取付位置を調整してください。 

・ブレーキレバー、クラッチレバー及びスロットルが正常に作動することを確認してください。異常がある場合は取付位置を調整してください。 

・取り付け後に約 100km 走行しましたら各部を必ず点検整備し、必要に応じてネジの増し締めを行なってください。その後は約 500km 毎に

同様の作業を行なってください。 

 

・本商品を装着したことによる物的損害や人的損害などの保証は一切お受けできません。また、商品保証は本商品のみが対象になります。 

・本商品を取り付ける際は、車両にキズがつかないようにウエスなどで保護してから作業してください。 

・本商品を取り付ける際には所定トルクで確実に締め付けてください。特にスクリーンを締め付ける際はオーバートルクに注意して取り付けてく

ださい。締め付けすぎるとスクリーンの破損や変形の原因となる場合がございます。※スクリーンの締め付けは構造上、トルク管理ができませ

ん。締め過ぎに注意して固定してください。本商品は、商品の製造方法と車体の組み付け個体差により、商品のカットラインと車体側のライン

は完全には合いません。 

・本商品は純正の状態を基準に設計しております。そのためハンドル周辺を変更されている場合は取り付けできない場合がございます。 

・走行中の転倒や駐車時の転倒などで、強い衝撃を受けると本商品が変形や装着物の割れが生じる場合がございます。ご注意ください。 

・アイドリング時や走行時にスクリーン本体が振動で振れる場合がありますが、異常ではありません。 

・転倒履歴がある車両には取り付けできない場合がございます。 

・本商品は素材や製造方法により製品個体差があります。溶接や塗装、小キズ、歪みなど程度の差がございます。 

・本商品はスチールと樹脂を使用した商品になります。ご使用の環境や経年変化、使用損耗により素材劣化（サビ含む）が、どうしても早期から

進行する場合があります。 

・本商品を取り付けた場合、車両側の取り付け面や、その周辺にキズが付く可能性があります。 

・本商品の取り付け時に外した純正部品は紛失しないように十分にご注意してください。 

・本商品、または本書内でご紹介した商品は予告なしに価格や仕様を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。 
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商品内容 
NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 NO パーツ名 サイズ(mm) 数量 

① ブラケット右  1 ③ 熱収縮チューブ Φ8×70 1 

② ブラケット左  1  

 

 

 

 取付方法                                       
【作業前の注意事項】 

・純正部品の取り外しや取り付けについては、各メーカー発行のサービスマニュアルに従い、正しく行なってください。 

・作業を始める前に周囲の安全を確保し、車両を安定させた状態で転倒やケガなどに十分注意して作業してください。 
 

 01．ヘッドライトの取り外し                                      
・図 1 を参考に、純正ボルト（２本）と純正樹脂ワッシャ（２枚）を外して、ヘッドライトを取り外します。 
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 02．熱収縮チューブの組み付け                                      
・図 2 を参考に、③熱収縮チューブを２０ｍｍ位にカットした物を２ヶ用意します。それぞれを①ブラケット右と②ブラケ

ット左の回り止め部へ、ヘアドライヤーまたはヒートガンなどで組み付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 03．ヘッドライト右側の純正ボルト＆純正ナットの取り外し                        

・図 3 を参考に、ヘッドライトを固定している純正ボルト（M8×35／1 本）と純正ナット（1個）を取り外します。 
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 04．ブラケットの取り付け                                       

・図 4 を参考に、①ブラケット右をヘッドライトとヘッドライトブラケットの間に挟み固定します。 
※①ブラケット右の回り止め部をヘッドライトブラケットに当てて、固定してください。 

※左側も手順 03 と手順 04を参考に、取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 05．スクリーンの取り付け                                       
・スクリーンの取り付けは別売の各スクリーンに付属の取扱説明書を参考に取り付けを行なってください。 

 

 06．戻し作業                                             
・手順 01 で取り外したヘッドライトを元に戻します。 
※光軸がズレてしまった場合は、規定の範囲になるよう調整してください。 

 

 07．点検作業                                             
・ハンドルを左右にきって接触する部分がないか、ケーブル類やスロットルなどがつぶされたり無理に引っ張られていないか、

運転操作に影響がでないか各部を点検してください。異常がなければ車両の固定を解除して作業は終了です。 

 

 

 

 


